
飛
騨
一
之
宮
納
涼
夏
祭
り
が
８
月
14
日

に
一
之
宮
支
所
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
浴

衣
姿
の
幼
児
や
中
学
生
が
目
立
つ
な
ど
、

千
人
ほ
ど
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
納
涼
夏
祭
り
は
今
年
か
ら
ま
ち
協

が
主
催
す
る
形
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

今
年
は
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
や
仮
装

大
会
を
含
め
た
盆
踊
り
を
や
め
、
テ
ー
マ

を
「
家
族
・
仲
間
が
心
を
つ
な
ぐ
夏
祭
り
」

と
し
、
ゲ
ー
ム
を
中
心
に
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
祭
り
に
先
立
ち
、
一
之
宮
公
民

館
で
ア
ニ
メ
「
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
３
」
の
上

映
会
を
行
い
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
と
迫

力
あ
る
音
声
に
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り

物
語
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

祭
り
は
西
田
奈
穂
さ
ん
の
司
会
で
始
ま

り
、
宮
保
育
園
児
に
よ
る
「
み
ぎ
か
た
あ

が
り
音
頭
」
な
ど
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続

い
て
ピ
ク
シ
ス
一
輪
車
ク
ラ
ブ
に
よ
る
一

輪
車
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
中
心
の
祭
り
は
次
第
に
参
加
者

も
増
え
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
な
ど
、
い

く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

呼
び
物
は
Ｎ
Ａ
Ｏ
さ
ん
に
よ
る
「
超
魔

術
シ
ョ
ー
」
で
、
美
女
が
浮
い
た
箱
の
中

か
ら
出
て
き
た
り
、
観
客
の
書
い
た
カ
ー

ド
が
新
品
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
か
ら
出

て
き
た
り
な
ど
、
摩
訶
不
思
議
な
魔
術
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
を
飾
っ
た
「
大
ビ
ン
ゴ
大
会
」
で

会
場
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
て
「
ビ
ン
ゴ
！
」
の
声
が
会
場

か
ら
出
て
、
賞
品
の
女
川
産
の
か
ま
ぼ
こ

が
次
々
と
手
渡
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１６号

平成27年9月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年９月１日（火）第１６号

１

県スキー連盟などが主催する「全日本選抜ローラースキー

大会」が８月９日に一之宮町で行われ、小学生から成年まで

17部門に分かれて、３㌔～１０㌔のコースでタイムを競いあ

いました。

炎天下の中、選手はこれまでの練習の積み重ねと、家族や

関係者の応援により最後まで走り抜くことができ、素晴らし

い成績を残す事ができました。

選手の皆さんは、朝５時から路上でも練習をしてきており、

大会当日は猛暑の中、全力で走りきりました。

路上での練習ができたのも、一之宮町に住む方々の協力を

頂いたからであり、コーチをはじめ役員、関係者など、たく

さんの方々の力のおかげで、無事大会を行なう事が出来まし

た。どうもありがとうございました。

去年は大雨警報のため、当大会は中止になりましたが、今

年は行う事ができてよかったです。選手の皆さん、家族や関

係者の皆さん、大変お疲れさまでした。（広報委員 中畑）

一之宮ＸＣクラブの入賞者は次の通りです。

〈３㌔クラシカル〉小１～小４男子６位＝役田蒼、

〈３㌔フリー〉小１～小４女子３位＝中畑有咲、

〈３㌔フリー〉小１～小４男子４位＝役田煌、

〈３㌔フリー〉小５・小６男子優勝＝谷口智紀、〈５㌔クラシカル〉

中学男子４位＝谷口晴基、〈５㌔フリー〉中学男子優勝＝黒木健斗、

３位＝幅上翔太、４位 役田陽

一喜一憂しながら読み上げる番号を聞く来場者。ステージには次々とビンゴの人が

ローラースキー大会

登り坂で必死にデッドヒートを繰り広げる選手



私は学校のすぐ前の家に生まれました。当時学校の音

楽室は北側の２階にあり、冬以外は窓が開け放たれてい

たので、午後になると唱歌がオルガンの流れに乗って聞

こえてきました。「門前の小僧習わぬ経を読む」という

諺通り、私は窓の下の柳の大木の陰で、石けりやゴム飛

びなどして遊びながら聞くともなく聞いて、学校の唱歌

のメロディを知らぬ間に覚えていきました。

小学校２年生の時にカチカチ山の劇中歌を独唱してま

すます歌好きになった私は、戦時一色で軍歌がほとんど

という時世でしたが、流行歌なども友達から習って覚え

ました。先生に隠れて歌った「支那の夜」「愛染かつら」

「青い背広」、親戚の蓄音器で聞いた李香蘭や淡谷のり

子さんの歌は忘れられない歌です。

長い戦争が終わり、軍国主義から解放されると「リン

ゴの歌」に始まり楽しい歌が巷にあふれました。宮村に

はバイオリンの三木良一氏、歌唱指導の内記圭亮氏とい

う指導者がおられたことも幸運して、飛騨の山あいの村

にも音楽好きの若者たちが立ち上がりました。

宮村音楽連盟結成は学校の小西、上町、惣則先生を加

えて、村内の仲間はギターの野中助右エ門氏を始め、小

野栄市、谷口彦蔵、青木宗一、三宅利夫、三宅秀夫、合

渡定男、黒木孝男、三

木良宏、野中太市、大

江義夫、日比野久雄、

長谷川久司、山腰作三、

谷口博美などの諸氏で

バンドが結成され、そ

れに女性コーラスを加

えた十余名の大世帯で

した。練習場所は学校

の職員室か応接室で、

皆真剣に練習を行いま

した。出演場所は高山会館や喜多座、また久々野、朝日、

清見などでも合同演奏を行い、その度に私はあちこちで

歌わせていただきました。

その中で、とても悲しいことが起きました。それは一

番大切な指導者の三木良一氏の突然の死です。破傷風と

いう急病でアッという間にお亡くなりになったことは私

たち同志にとって手足をもがれたも同然でした。そして

５年くらいの音楽活動の後、皆それぞれの職場に散って

いきました。

軍国主義から解放されて歌好きの若者たちが青春を謳

歌出来たことは本当に楽しい想い出です。戦後70年、現

在私は高山の中日文化センターでシャンソンを習ってい

ます。80余歳になって、淡谷のり子さんや越路吹雪さん

の歌を歌えるとは夢にも思っていませんでした。

うたは友だち 命ある限り歌えたらとても幸福です。

２

満
州
で
過
ご
し
た
青
春
時
代

今
月
の
「
ま
ち
ょ
な
人
」
は
、
野
地
区
の

田
中
サ
キ
さ
ん(

94)

で
す
。
今
月
の
敬
老
の

日
を
前
に
、
昨
年
の
宮
地
区
敬
老
会
に
最
年

長
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
た
田
中
さ
ん
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

昨
年
と
み
る
と
今
は
膝
が
痛
く
な
っ
て
農

作
業
や
外
出
も
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
サ
キ
さ
ん
、
「
愛
用
の
車
」

に
乗
っ
て
農
作
業
や
喫
茶
店
、
親
戚
の
家
に

行
っ
た
り
し
て
み
え
ま
す
。
表
情
や
話
し
ぶ

り
な
ど
、
と
て
も
90
歳
を
過
ぎ
た
人
に
は
見

え
ま
せ
ん
。
き
っ
と
昔
か
ら
培
わ
れ
た
「
ま

ち
ょ
さ
」
が
染
み
込
ん
だ
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
キ
さ
ん
は
、
昭
和
18
年
、
20
歳
の
時
、

国
策
と
し
て
の
満
州
開
拓
へ
自
分
か
ら
希
望

し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
多
感
な
年
ご
ろ
で
、

死
も
覚
悟
し
て
の
参
加
で
し
た
。
岐
阜
県
か

ら
は
、
郡
上
郡
の
女
組
と
し
て
一
之
宮
か
ら

は
女
性
４
名
参
加
し
ま
し
た
。
女
組
の
長
は

産
婆
さ
ん
で
、
馬
に
乗
り
妊
婦
を
訪
れ
、
子

ど
も
を
と
り
上
げ
た
そ
う
で
す
。

満
州
で
の
仕
事
は
、
農
地
の
開
墾
。
初
め

て
馬
に
乗
っ
た
時
は
、
走
り
出
し
て
止
め
方

を
知
ら
ず
、
必
死
の
思
い
を
し
た
と
い
う
サ

キ
さ
ん
。
時
に
は
、
医
者
の
手
伝
い
で
注
射

も
し
た
と
い
う
思
い
出
も
あ
る
そ
う
で
す
。

満
州
開
拓
団
の
結
末
は
、
帰
路
に
一
家
離

散
し
た
り
、
子
ど
も
と
自
決
し
た
り
と
、
悲

し
い
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
サ
キ
さ
ん
は
、

終
戦
１
年
前
に
帰
国
し
て
、
終
戦
時
の
ド
サ

ク
サ
に
は
ま
き
こ
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

帰
国
の
船
は
、
い
つ
海
に
放
り
出
さ
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
安
全
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
家
事
や
５
反
の
田

ん
ぼ
の
耕
作
。
機
械
の
無
い
時
代
で
、
手
で

田
植
え
、
稲
こ
き
、
そ
の
間
、
何
度
も
草
取

り
と
、
「
今
思
う
と
、
よ
う
や
っ
た
な
ぁ
」

と
感
慨
深
げ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食

べ
物
も
な
い
時
代
で
、
草
餅
に
入
れ
る
ヨ
モ

ギ
で
餅
の
量
を
増
や
し
て
お
腹
の
足
し
に
し

た
そ
う
で
、
近
く
の
も
の
は
摘
み
取
ら
れ
て

し
ま
い
、
富
山
県
の
八
尾
ま
で
汽
車
で
出
か

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

サ
キ
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
訪
中
団
の
一

員
と
し
て
、
満
州
に
行
か
れ
ま
し
た
が
、
駅

や
橋
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
草

原
は
水
田
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

終
戦
を
迎
え
た
８
月
に
、
貴
重
な
戦
争
中

の
体
験
談
を
お
き
き
し
ま
し
た
。
（
山
腰
）

田
中

サ
キ

さ
ん

（
野
上
）

うたは友だち
永田 和子さん（洞下）

シャンソンを熱唱する永田さん

愛用車に乗って移動するサキさん
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土 金 金 日 土 木 曜

宮
保
育
園
運
動
会

町
内
会
長
会
（
公
民
館
）

一
之
宮
町
敬
老
会
（
公
民
館
）

高
山
市
総
合
防
災
訓
練

（
支
所
駐
車
場
）

宮
小
中
合
同
運
動
会

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

行

事

内

容

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

絵
画
ク
ラ
ブ
展（

９
月
27
日
ま
で
）

■
９
月
の
公
民
館
定
休
日

14
日
（
月
）
22
日
（
火
）
23
日
（
水
）

24
日
（
木
）

■
９
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

７
日
（
月
）
14
日
（
月
）
24
日
（
木
）

28
日
（
月
）

世帯数 ８１２戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
190 158 348

15～

64歳
706 732 1,438

65歳

以上
336 459 795

合計 1,232 1,349 2,581

一之宮町の人口情勢

8月1日現在・単位：人

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
夕
日

の
色
や
吹
く
風
、
虫
の
音
に
秋
の
気
配
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
ね
。
秋
と
い
え
ば
読
書
の

季
節
で
す
。
ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
お
知
ら
せ

１
歳
６
ヶ
月
児
対
象
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

絵
本
の
引
き
換
え
と
お
は
な
し
会
を
行
い

ま
す
。

日
時

10
月
17
日(

土)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
。

く
わ
し
く
は
館
内
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
今
月
の
特
集

★
味
覚
の
秋
み
ー
つ
け
た
！

美
味
し
い
旬
の
食
材

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

併
せ
て
「
お
い
し
い

た
べ
も
の
」
の
絵
本
を
特
集
し
ま
す
。

◆
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

日
時

９
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

手
遊
び
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
海
水
浴
、
花
火
大
会
…
そ
し

て
忘
れ
て
い
け
な
い
の
が
怪
談
話
。
子
ど
も
た
ち
は
怖

い
話
が
大
好
き
。
「
紙
芝
居
読
む
よ
！
何
が
い
い
？
」

と
尋
ね
る
と
決
ま
っ
て
答
え
は
「
怖
い
話
」
と
返
っ
て

き
ま
す
。
今
日
の
聞
き
手
は
男
の
子
３
人
組
。
リ
ク
エ

ス
ト
は
「
ゆ
き
お
ん
な
」
。
季
節
感
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ど
う
し
て
も
こ
の
話
が
聴
き
た
い
そ
う
で
す
。

さ
て
、
私
も
声
の
ト
ー
ン
を
抑
え
て
「
む
か
し
む
か
し

…
」
。
初
め
は
紙
芝
居
を
指
さ
し
、
お
喋
り
し
な
が
ら

聴
い
て
い
ま
し
た
が
、
雪
の
よ
う
に
白
い
切
れ
長
の
目

の
女
が
登
場
し
た
辺
り
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
身
を
寄

せ
合
い
、
し
ま
い
に
一
番
年
下
の
男
の
子
は
友
達
の
陰

に
隠
れ
て
紙
芝
居
を
見
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
読
み
終
わ
っ

た
あ
と
、
無
言
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
「
お
母
さ
ん
、

一
緒
に
ト
イ
レ
に
行
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
ご
家
庭
が
あ
っ

た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
。
（
お
雪
）

●敬老会のお知らせ
これまで地域や家族を支

えていただいた高齢者の方々

に感謝の気持ちを込めて開

催されます。

対象者は７５歳以上の方で、既に班長を通じて参加申込みを

受付けております。参加者には案内が郵送

されますのでご確認ください。

■日時：9月11日(金) am11:00～pm2:00

■会場：一之宮公民館 ホール

■参加料：1,000円(当日受付にて)

※各班の班長を通じて出欠を確認しましたが、ご連絡が行き届

いていない場合もありますので、対象の方で、まだ連絡が来て

いない方は、まち協事務局【53-2424】までお知らせください。

●後期教養講座 募集中！
まち協文化教養委員会では、《後期教養講座》2講座の参加

者を募集しています。受講料は無料です。

☆ワイン講座☆
ワインに関する知識を試飲しながら学びま

す。

■日時：9月18日(金) pm6:30～

■講師：坂本 雄一 氏

※試飲代2,000円が必要です。

☆鍋用保温調理カバーを作ろう☆
もうすぐ煮込み料理の季節！ エコ料理の味方『鍋用保温カ

バー』を作りませんか。

■日時：9/29(火)・10/6(火) pm7:30～

■講師：山崎 新子 氏（クチュールM)

※材料代2,000円が必要です

どちらも会場は一之宮公民館となります。お申し込みはまち

協事務局【53-2424】まで。

●高山市総合防災訓練について
いざという時のためにしっかり防災訓練をしておきましょう。

■日時：9月6日(日)

■会場：一之宮支所 駐車場

■参加町内会：本通町内会

※各家庭におかれましても、災害発生時

の初動活動の一環としてガスの元栓を閉

める訓練や、屋外へ避難する訓練などを

是非実施してみてください。

●茸山入札のお知らせ
高山市有林内の「田ノ洞、枯木ヶ洞地区」における茸山入札

を実施します。

■茸山場所：田ノ洞、枯木ヶ洞地区 62.8ha

■採取期間：平成27年9月15日～11月30日

■入札受付日：9月7日(月) am9:00～pm5:00

■入札場所：一之宮支所 基盤産業課

●第39回全国育樹祭記念行事が開かれます！
「手から手へ 豊かな緑で ぼくらの未来」をテーマに第39回

全国育樹祭が開催されます。

今年はモンデウスで記念行事が開催さ

れます。みんなさん、足を運んでみては

いかがですか。

■日時：10月11日(日) am9:00～pm4:30

10月12日(月・祝) am9:00～pm3:00

■会場：モンデウス位山スノーパーク

■内容：国内外の最新の林業機械など約500台が集結!! 最新

型タワーヤーダの実演、飛騨牛など地元特産品の販売、ツリー

クライミングなど木とふれあう行事etc 盛りだくさんです。

※臨時駐車場(一之宮支所周辺・水無神社など)よりシャトルバ

スをご利用ください。

編
集
後
記

猛
暑
と
言
え
る
夏
で
し
た
。
朝
晩
、
涼
し
い
風
が
吹
く

よ
う
に
な
り
、
嬉
し
い
反
面
、
夏
が
過
ぎ
る
寂
し
さ
を
感

じ
る
今
頃
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
夏
で
し
た
。
特
に
、

児
童
生
徒
・
学
生
さ
ん
に
は
終
わ
っ
て
み
る
と
、
短
い
夏

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
出
来
事
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
（
山
腰
委
員
長
）



４

国
道
41
号
線
宮
峠
ト
ン
ネ
ル
の
起
工

式
が
８
月
２
日
に
洞
下
の
な
ご
み
館
で

行
わ
れ
、
町
内
の
地
権
者
や
関
係
者
ら

約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
宮
保
育
園
児
が
「
く
わ
入
れ

式
」
や
風
船
飛
ば
し
に
参
加
し
た
ほ
か

宮
中
と
朝
日
中
の
合
同
吹
奏
楽
部
が
演

奏
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

宮
峠
は
急
カ
ー
ブ
の
難
所
で
、
特
に

冬
期
に
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
多
発
し
て

交
通
渋
滞
の
要
因
で
し
た
。
ト
ン
ネ
ル

化
に
よ
り
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
の

通
行
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
臥
龍
桜
日
本
画
大

賞
展
の
作
品
鑑
賞
会
が
高
山
市
民
文

化
会
館
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
賞
展
の
応
募
数
は
２
８

９
点
で
、
そ
の
う
ち
の
大
賞
や
優
秀
賞
、

奨
励
賞
な
ど
入
賞
作
品
72
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
鑑
賞
会
に
は
47
人
が
参
加

し
、
同
大
賞
展
の
審
査
員
で
も
あ
る
講

師
の
伊
藤
嘉
晃
画
伯
か
ら
作
品
の
魅
力

や
見
方
、
楽
し
み
方
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。
こ
の
鑑
賞
会
は
今
年
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
飛
騨
位
山
文
化
交
流
館
か

ら
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

高
山
市
図
書
館
主
催
の
上
映
会
が
８

月
５
日
、
一
之
宮
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

絵
本
で
お
な
じ
み
の
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お

む
し
」
他
２
作
と
、
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
園
児
ら
１
１
０
人
で
、
孫

同
伴
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
姿
も
見
ら
れ
、
笑
っ
た
り
し
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
（
広
報
委
員

野
口
）

一
之
宮
町
体
育
大
会
が
８
月
23
日
に

宮
小
中
体
育
館
な
ど
６
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
は
野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
８
競
技

に
４
３
８
人
が
参
加
し
、
町
内
対
抗
の

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通

り
（
３
位
ま
で
）
。
（
広
報
委
員

中
畑
）

■
壮
年
ソ
フ
ト
：
優
勝
＝
山
下
、
準
優
勝
＝
一
之

宮
、
３
位
＝
位
山
、
東

■
女
子
ソ
フ
ト
：
優
勝

＝
本
通
、
準
優
勝
＝
東
、
３
位
＝
山
下

■
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
：
優
勝
＝
東
、
準
優
勝
＝
山
下
、
三
位

＝
一
之
宮

■
男
子
バ
レ
ー
：
優
勝
＝
本
通
、
準

優
勝
＝
一
之
宮
、
３
位
＝
東

■
女
子
バ
レ
ー
：

優
勝
＝
中
央
、
準
優
勝
＝
一
之
宮
、
３
位
＝
山
下

■
卓
球
：
優
勝
＝
山
下
、
準
優
勝
＝
東
、
３
位
＝

本
通

■
野
球
：
優
勝
＝
山
下
、
準
優
勝
＝
東
、

３
位
＝
本
通
、
位
山

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：

優
勝
＝
東
、
準
優
勝
＝
本
通
、
３
位
＝
山
下

夏
の
環
境
整
備
が
８
月
２
日
に
炎
天

下
の
中
全
町
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
の
環
境
整
備
は
、
主
に
各
班
の
決

め
ら
れ
た
河
川
敷
や
水
路
な
ど
の
草
刈

り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な

が
ら
汗
だ
く
で
作
業
を
行
い
、
作
業
終

了
後
は
、
各
々
親
睦
会
を
開
い
て
昼
間

の
作
業
を
労
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員

伊
藤
）

防
災
講
演
会
が
８
月
21
日
に
、
ま
ち

協
防
災
防
犯
委
員
会
が
主
催
し
て
一
之

宮
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
間
地
域
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
会
に
は
町
内
会
長
は
じ

め
町
内
自
主
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
、
班
長
、

消
防
団
幹
部
な
ど
26
人
が
出
席
。

先
月
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
高
山

市
民
防
災
研
究
会
」
の
岩
茸
伸
一
事
務

局
長
が
講
師
を
務
め
、
土
砂
災
害
の
初

期
対
応
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

宮
保
育
園
保
護
者
会
に
よ
る
「
親
子

ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」
が
８
月
８
日
の
夜

に
保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半
は
縁
日
が
開
か
れ
、
団
子
や
駄

菓
子
や
輪
投
げ
、
ス
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
な
ど
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

後
半
は
園
児
た
ち
に
よ
る
子
ど
も
盆

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
続
い
て
行
わ
れ
た

宝
探
し
（
き
も
だ
め
し
）
で
は
、
暗
い

園
内
に
い
る
鬼
さ
ん
に
大
泣
き
す
る
子

ど
も
も
。
最
後
は
打
ち
上
げ
花
火
を
鑑

賞
し
て
親
子
で
楽
し
い
夏
の
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
（
広
報
委
員

野
添
）

宮
歴
史
ク
ラ
ブ
は
８
月
16
日
に
ク
ラ

ブ
員
ら
11
人
が
参
加
し
て
山
下
上
に
あ

る
山
下
城
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

山
頂
の
眺
め
は
良
く
な
い
も
の
の
、

城
は
急
な
登
り
や
切
堀
が
あ
り
、
河
原

の
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
小
さ
な
祠
が

あ
る
な
ど
、
山
城
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
（
広
報
委
員

山
腰
）

女
性
委
員
会
位
山
地
区
で
は
寺
元
公

民
館
で
７
月
26
日
に
13
人
が
参
加
し
て

「
コ
ケ
玉
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

植
物
の
根
を
土
で
球
状
に
包
み
、
そ

の
周
り
を
コ
ケ
で
覆
っ
て
糸
で
巻
く
作

業
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
「
真
ん
丸
で

可
愛
い
な
」
「
ど
こ
に
飾
ろ
う
か
」
等
、

満
足
な
出
来
栄
え
に
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
（
広
報
委
員

牛
丸
）

■
中
学
校
大
会
成
績
（
県
大
会
以
上
）

・
陸
上
県
大
会

男
子
２
年
千
五
百
ｍ

３
位
、
東
海
大
会
同
10
位
＝
清
水
宝

・
野
球
部
県
大
会
１
回
戦
対
双
葉
中
敗
退

・
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ｂ
編
成
銀
賞

宮
峠
ト
ン
ネ
ル
起
工
式
開
催

文
化
会
館
で
臥
龍
鑑
賞
会 風船を飛ばして式を祝う参加者

生い茂った草を刈払機で刈る町民

スクリーンに見入る子どもら

登頂した参加者のみなさん

体
育
大
会
に
４
３
８
人
が
参
加

炎
天
下
の
中
で
夏
の
環
境
整
備

宮
保
育
園
で
夜
祭
り
開
催

女
性
委
位
山
地
区
で
コ
ケ
玉

宮
歴
史
ク
ラ
ブ
が
山
下
城
登
頂 スライドの説明を聞く参加者

防
災
委
が
講
演
会
を
開
催

図
書
館
の
ア
ニ
メ
上
映
会
開
催

輪になって盆踊りを踊る園児

講師の指導を受ける参加者


